
 

東日本大震災５周年を契機とした情報発信の強化 

（「東北復興月間」の実施）について 

平成 28年５月 27日 

復 興 庁 

 

東北復興月間の具体的な取組 

（１）被災地 

 ・岩手県：６月 18日（土）＠盛岡市 ホテル東日本 

    「いわて復興未来塾～新たなステージ 復興・創生へ～」 

 ・宮城県：６月 20日（月）＠仙台市 戦災復興記念館記念ホール 

    「東北復興月間：宮城県特別フォーラム（仮称）」 

 ・福島県：６月 11、12日（土・日）＠郡山市ビッグパレットふくしま 

    「食育推進全国大会 inふくしま チャレンジふくしま！おいしくた

のしく健康長寿～復興のあゆみ。全国のみなさまへ感謝の気持ちを込めて

～」 

（２）東京における復興庁主催イベント（参考資料１、２） 

 ① 「東日本大震災５周年復興フォーラム～新たなステージ 復

興・創生へ～」 

６月６日（月）12時半～17時＠千代田区イイノホール＆カンファレンスセンター 

・ 「震災から５年の歩みと将来への展望」をテーマに３県知事の鼎談 

・ 「新たなステージ 復興・創生へ～「民」から見た教訓と今後の課題～」

をテーマに、各界有識者によるパネルディスカッション 

 ・ 「防災・まちづくり」、「産業となりわいの再生」、「福島情報発信」、「コ

ミュニティ」について、それぞれテーマ別の分科会を開催 

 ② 交流ミーティング in東京～「新しい東北」を創る人々～ 

６月 11日（土）～28日（火）＠千代田区アーツ千代田 3331 

・ 「若者」DAY、「アート」DAY、「女性活躍」DAY、「新しい東北」マルシ

ェ、「新しい東北」写真展などを設定し、多様な主体と連携した様々なイ

ベントを展開し、復興への前向きな取組を情報発信。 

資料１ 



 

（３）伊勢志摩サミット及び関連会合を活用した国際的な情報発信 

（参考資料３） 

 

○ 震災５年の節目として内外の注目が集まり、サミットの議長国を務める

本年、伊勢志摩サミット及び関連会合の全会合においてパネル展示、資料

配布による情報発信、被災地産品の提供等により、風評の払しょくに向け

た取組を行っている。 

 

○ 中でも、被災地仙台での開催となった財務大臣・中央銀行総裁会合にお

いては、パネル展示や資料配布といった取組に加え、復興大臣・３県知

事・仙台市長による合同記者会見、歓迎レセプションにおける、復興大臣

からの感謝のスピーチ、復興大臣３県食材を使った料理や加工食品のプレ

スや代表団への提供など、多岐に亘る情報発信の取組を行った。また、財

務省、仙台市により、Ｇ７閣僚及び中銀総裁の被災地視察が実施された。 

 

○ また、外務大臣会合、農業大臣会合、エネルギー大臣会合、環境大臣会

合の共同声明において、①福島第一原発の廃炉・汚染水対策の進展を歓迎

すること、②輸入規制が、科学的根拠に基づく国際ルールと調和的である

べきこと、③福島に関する正確な国際的理解を高めるため、日本が行って

いる科学的な情報発信等を歓迎すること、④Ｇ７は除染に関する日本の取

組を歓迎すること、などが盛り込まれた。 
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